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2.17.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
加藤 貴裕 
 
講演音声中の繰り返し間投詞の抽出 
本研究では，Shift CDP を用いて抽出された類似区間から繰り返し発生された間投詞を抽出す
る手法を提案し，発表に不慣れな人が発表を練習した際に発生してしまう間投詞を自動で抽出
し，その間投詞の発話回数を利用者に提示することで発表技術の向上を促すシステムを検討す
る． 
菊池 拓磨 
 
バレーボール動画におけるサーブデータ抽出に関する研究 
本研究は，バレーボールの映像からのデータ抽出，特にサーブデータの抽出に注目し，映像か
らサーブデータを自動抽出する手法について検討する．具体的には以下の流れとなる．まず時
系列画像の隣り合う画像の差分抽出し，2値化したのち，共通領域を元画像から除去する．次
に画像中の人物領域を抽出，除去する．そして残った部分からボール領域を抽出し，追跡する．
工藤 千明 
 
訪問介護施設の新設場所の最適化 
今後の高齢化社会に伴い，訪問介護サービスが広く利用されるようになってきている．しかし
岩手県内の既存施設の分布や利用者数には偏りが生じており，問題が発生した場合，即座に対
応できない．そこで本研究では，施設から要介護者宅までの距離の削減および施設あたりの利
用者数が均等になるような新設候補地を提示する事で，効率的な運営をするための支援をする．
熊谷 真純 音声中の検索語検出における複数音素事前検索結果を用いた高速検索手法 
先行研究である「音声中の検索語出における複数音節事前検索結果を用いた高速手法」では，
音節 2-gram を用いて検証が行われた．本論文では，音節 2-gram 以外で実現可能な音素・音節
N-gram を用いて事前検索方式の評価行を用いて事前検索方式の評価行，適切な音素・音節
N-gram 事前方式を提案する． 
髙橋 仁基 
 
音声中の検索語検出における事前検索・HMM 状態系列照合の適用 
本研究では，サブワードを構成している状態系列での照合方式を導入する．状態系列での照合
を行った場合，例えば triphone は一般に 3 状態で構成されているため，参照側，入力側とも 3
倍の系列同士の照合となり 9倍の計算時間を必要とする．そのため，音節バイグラムを利用し
て事前検索を行った結果を利用してのシステムを構築した． 
千田 恭平 
 
セグメンテーション画像を用いた野鳥検索 
本研究では，野鳥検出システムを構築する．このシステムでは，まず画像内の野鳥の位置を HOG
特徴量と Real AdaBoost を用いて自動的に検出する．次に，検出した野鳥の領域の背景を，
GrabCut によりセグメンテーションした画像を作成する．これにより，野鳥部分のみを抽出す
ることができる．そしてそれを利用した野鳥検索システムを構築する． 
橋本 拓観 
 
発声のバリエーションを考慮した検索語の拡張方式 
本研究では発話バリエーションを考慮することによりサブワード認識結果を用いた STD の検索
精度向上を目指し，以下の 2つの方式を提案する．まず第一に検索語と発話区間の一致率を高
めるために検索語の前後の音素を考慮する方式を提案する．第二に発話区間の誤認識により正
しく検索ができない場合に対して，誤認識しやすいトライグラムを含む発話区間も検索するこ
とで転置インデックスによる検索精度の低下の緩和する方式を提案する． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
赤平 俊之 
 
移民交叉を用いた多プロセス並列 PfGA についての研究 
本研究では，並列分散パラメータフリー遺伝的アルゴリズムにおいて移住操作を行う際に移民
個体を他プロセスに定住させるのではなく，他プロセス内個体との交叉のみに使用することで
多様性維持と高適合度個体の遺伝子拡散の両立を図る移民手法である移民交叉（Migrant 
Crossover : MC）を提案する．MC の導入による探索性能や多様性の変化について検証した結果，
巡回セールスパーソン問題などにおいて適合度と多様性の双方で従来法に比べ優れていること
が確認できた． 
紺野 和磨 
 
音声中の語彙外検索語の検出における高順位候補を含むドキュメント優先方式の提案 
辞書外単語検索は，サブワードを利用した認識結果を検索語のサブワード列と照合し，検索語
が発話されている区間を特定する．照合手法としては連続動的計画法(CDP)が代表的であり，先
行研究では CDP の局所距離にサブワード間音響距離を用いることで高い精度が得られることを
確認した．一般的に CDP による照合で得られた高順位候補は高い適合率を示す．また，ユーザ
が選択する検索語は，特定のドキュメントに頻繁に出現すると考えられる．これらのことから，
高順位候補が含まれるドキュメントは，他にもその検索語が話されていると仮定し，高順位の
候補を含むドキュメントに属する全ての候補の CDP 距離が有利になるように調整し，調整され
たスコアによってリスコアリングを行うことで検索精度の向上を図る． 
澤村 誠 
 
PSO とアクティブ探索の組み合わせによるテンプレートマッチングに関する研究 
本研究では，PSO を適用させたテンプレートマッチングにおいて，類似度評価の前にこれまで
に探索した評価結果から現在の領域が評価を行う必要があるかを判定し，不必要な評価を省略
する ActivePSO テンプレートマッチングの提案を行う．評価を行う必要があるかの判定では，
アクティブ探索で用いられる判定式を利用する．具体的には，ヒストグラムの性質を利用し，
過去の履歴結果から評価領域の類似度の上限値を求め，その結果がこれまでに粒子が発見した
最大類似度を更新できなかった場合省略を行っている． 
須田 剛裕 
 
東日本大震災におけるソーシャルメディアでの情報拡散分析 
本研究では，東日本大震災における日本語ツイートを用いて，非常時における情報の拡散状況
を，時系列データによる定量分析とネットワークの可視化によって分析を行った．具体的には，
「有用な情報」と，「後に流言とわかった情報」についてリツイートネットワークの可視化を
行った．次に，コスモ石油に関する流言に着目し，流言に関わった人と関わらなかった人との
違いを分析した．URL を含むツイート，ハッシュタグを含むツイートそれぞれの全体の出現率，
曜日別出現率，時間帯別出現率，そしてそれぞれのユーザのツイートに含まれる地名単語出現
率を特徴とし，流言に関わったかどうかの分類を行った． 
鳴海 司朗 
 
類似音節バイグラムリストを用いた事前検索方式の提案 
我々の未知語検索のためのサブワードベースの STD システムでは，処理の高速化のために，複
数音節の事前検索結果に基づく方式を提案し，検索精度の低下を抑えた上で検索時間の削減を
実現した．この手法では，あらゆる N音節で事前に検索を行い，各 N音節について上位 K件ま
での候補を予め保持しておく．クエリが与えられるとクエリ内の N 音節が保持している事前検
索結果を参照することで高速化を実現した．しかしこの手法では，データ量に応じてサイズが
大きくなるそこで本論文では，N-音節事前検索方式におけるインデックス化方式を応用し，類
似音節バイグラムリストを用いたインデックス削減方式を提案する． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Kazuma Konno, Hiroyuki Saito, Shirou Narumi, Kenta Sugawara, Kesuke Kamata, Manabu Kon’no, Jinki 
Takahashi, and Yoshiaki Itoh:An STD system for OOV query terms integrating multiple STD results of various 
subword units, NTCIR-10, SPOKENDOC, pp.592--596, 2013-6. 
2) Shirou Narumi, Kazuma Konno, Takuya Nakano, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo 
Tanaka, and Shi-wook Lee: Intensive Acoustic Models Constructed by Integrating Low-Occurrence Models 
for Spoken Term Detection, INTERSPEECH, pp.25--28, 2013-8. 
3) Konno Kazuma, Itoh Yoshiaki, Kazunori Kojima, Ishigame Masaaki, Tanaka Kazuyo, Shi-Wook Lee: High 
Priority in Highly Ranked Documents in Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information 
Processing Association APSIPA, 4 pages, 2013-10. 
4) 照井翔太, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 複数表色系情報と進化計算を用いた画像分類法の提案, 平成 25 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2E12, 2013-8 
5) 紺野和磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出の精度向上 －学習データ
の複数分類とその複数モデルの統合－, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C07, 2013-8
6) 澤村 誠, 小嶋和徳, 石亀昌明，伊藤慶明: PSO とアクティブ探索の組み合わせによるテンプレートマッチング
に関する研究,第 6回進化計算学会研究会,  pp.113--116 , 2014-3 
7) 高橋仁基, 伊藤慶明, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における事前検索・HMM 状
態系列照合・リランキングの適用, 音声言語処理シンポジウム, 電子情報通信学会技術研究報告 113 号, 
366(SP2013 82-95), pp.15--21, 2013-12. 
8) 紺野 和磨, 伊藤 慶明, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭: 音声中の検索語検出における高順位ド
キュメント優先方式の提案, 日本音響学会秋季研究発表会，3-8-8, pp.115--118, 2013-9. 
9) 鳴海 司郎, 伊藤 慶明, 田中 和世, 李 時旭: 音節バイグラム事前検索方式におけるインデックス容量削減, 
日本音響学会秋季研究発表会, 2-P-23, pp.207--210, 2013-9. 
10) 紺野 和磨, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭, 伊藤慶明: 音声中の語彙外検索語の検出における高
順位候補を利用したリランキング方式の評価, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-3, pp.187--190, 2014-3. 
11) 熊谷 真純, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の辞書外検索語の検出における音素 N
グラムによる事前検索方式, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-4, p.191--192, 2014-3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) ソフトウェア情報学部 チーム IWAPU（紺野 和磨，鳴海 司朗，斉藤 裕之，菅原 健太，鎌田 恵介，今野 学，
高橋 仁基），研究技術コンテスト NTCIR-10 において音声ドキュメント検索性能 MAP 第 1 位，2013 年 6 月 20 日
 
2.17.4. その他の活動 
該当なし 
  
